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地
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い
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組
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太
郎
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岡
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一
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に
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-

-
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相
M

ビ
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江
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h

e

h
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兎
償
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稿
口
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で
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・
・
・
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丈
単
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高
田
保
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生
加
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立
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抽
出
沼
輪
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内
ヴ
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い
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・
組
消
品

γ

卜
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太
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中
央
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-
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組
抽
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明
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奥
之
助

岡
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斑
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J
T

山
大
都
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経
漕
・
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-
e

組
滑
棋
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大
谷
政
枇

大
阪
市
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人
口
動
態
・

-
E

偶
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棋
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武
田
長
太
郎

悌
蘭
西
岡
管
輪
出
信
用
保
険
・

-
E
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γ

士
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一
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A
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渇
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能
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査
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綿
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雌
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大
臨
市
山
人
日
醐
砲

A三

大
阪
市
の
人
口
動
態

l手

武

田

長

太

郎

人
目
的
強
統
計
は
之
主
山
生
統
計
ー
と
牝
亡
枕
川
と
婚
州
統
計

主
移
住
統
計
と
に
分
つ
事
が
川
来
る
。
婚
姻
統
副
は
一
民
ド
結
婚

統
計
占
離
婚
統
計
と
に
制
別
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

帥
世It

統
計
は
山
中
ろ
道
総
統
計

ω
一
部
門

ι胤
す
る
が
故
に
、

泊
悦
山
人

口
動
態
統
計
に
於
て
は
之
を
論
じ
左
い
事
'
と
し
て
ゐ
る
。

大
阪
市
白
人
日
肋
館
主
制
婚
't
山
生
・
と
死
亡
止
の
三
つ
に
分

ち
組
め
て
見
る
止
、
中
仇
の
統
計
去
を
仰
る
の
で
あ
る
。

ヘェ'ミ
主呈しι

w<人
拙 11
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主 Li
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現
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雑

錐

大
陸
市
内
人
口
副
理

と
の
表
を
見
れ
ば
描
去
問
十
六
年
間

K
Mる
大
阪
市
白
人
口

動
態
を
知
る
と
と
が
出
来
る
。
明
治
二
十
八
年
迄
は
大
阪
府
統

計
書
に
掠
っ
た
が
、

以
後
は
大
阪
市
統
計
自
の
数
字
を
採
用
す

る
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
山
生
に
つ
い
て
は
、

死
産
主
合
ま
な

い
事
は
附
者
に
共
過
し
て
ゐ
る
。
以
下
川
生
'
と
死
亡
と
を
叩
心

と
し
て
、
大
阪
市
白
人
口
動
騰
を
研
究
し
よ
う
。

大
阪
市
に
於
け
る
出
生

大
阪
市
の
出
生
嵐
ー
は
、
明
治
十
五
年
に
於
け
る
二
七
・

%
を
最
高
止
し
以
来
年
々
低
下
し
、
明
治
十
九
年
に
は
一
八
・

八
六
%
の
政
宇
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
，
Q

に
明
治
二
十
年
μ
は
一

協
二
問
・
六
O
%
に
井
崎
し

同
A

一
十
三
年
迄
は
之
を
維
持
せ

る
も
、
忍
二
十
四
年
に
は
一
七
・
七
八
払
に
激
落
し
た
。
明
治

二
十
五
年
に
は
同
時
総
せ
る
も
、
前
年
に
及
ば
守
一
ご
・
ニ
コ
扇

を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
繭
米
明
治
三
十
九
年
に
主
る
別
刷
に

於
C
は
、
明
治
二
十
八
年
及
び
同
三
十
年
江
二
一
・
六
剛
弘
二

=
7
二
入
%
に
昇
騰
せ
る
以
外
は
、
各
年
主
も
一
九
払
以
上
二

一
%
以
下
で
あ
る
。
明
治
凹
十
年
に
於
て
は
二
二
工
ご
%
に

第

=+λ
省

九
三

O

第
六
銑

O 

日
野
り
し
が
、
共
後
は
低
下
の
勢
を
絞
付
、
大
正
四
年
比
は

六
・
O
五
弘
主
示
す
に
至
っ
た
。
六
五
五
年
に
は
激
騰
し
二
二
・

三
四
%
に
弁
り
、
以
後
僅
少
た
る
低
下
E
た
し
て
大
正
八
年
の

二
0
・
六
四
%
に
及
ん
だ
の
む
あ
る
。
大
正
九
年
同
十
年
は
共

に
激
騰
し
て
二
三
・
五
六
%
及
び
二
九
・
三
六
%
を
示
し
た
o
以

後
昭
和
二
年
に
亙
る
期
間
に
於
て
は
、
大
正
イ
三
年
の
低
下
配

除
昔
漸
次
日
咋
臓
の
軸
却
を
示
し
て
ゐ
る
。

と
の
趨
勢
を
九
年
毎
の
移
動
平
均
に
よ
り
正
見
れ
ば
.
大
正

四
年
迄
は
僅
か
に
低
下
し
、
犬
正
五
年
よ
り
は
念
激
に
上
井
し

て
ゐ
る
。

出
生
事
の
縫
動
白
原
因
を
考
察
す
る
に
、
種
々
の
事
情
宇
後

見
す
る
事
が
川
来
る
。
明
治
十
九
年
訟
の
糊
務
は
、
明
治
十
五

年
よ
り
行
は
れ
た
る
紙
幣
整
理
に
よ
り
て
招
山
市
せ
ら
れ
た
る
不

景
鎮
の
た
め
、
結
婚
率
の
低
下
せ
し
に
基
因
し
‘
叉
明
治
十
八

年
の
大
洪
水
同
十
九
年
の
コ
レ
ラ
の
流
行
は
、
同
十
丸
年
白
川

生
率
の
低
下
の
重
要
な
る
原
肉
で
る
る
o
明
治
二
1
問
年
の
低

下
は
、
明
治
二
十
二
年
乃
至
二
十
四
年
の
結
婚
葱
の
低
下
と
闘

聯
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
明
治
三
十
年
及
び
同
四
十
年
の
上
昇



は、

H
清
日
露
収
役
後
の
好
景
集
の
錦
め
で
あ
る
。
但
し
明
治

三
十
年
に
於
け
る
市
直
蜘
張
に
よ
る
合
俳
人
目
不
明
た
る
故

に
、
此
年
の
山
川
生
率
は
幾
分
誤
謬
あ
り
'
N
」
推
せ
ら
れ
る
。
明
治

四
十
一
年
よ
り
向
生
率
の
低
下
せ
る
は
、

一
般
不
景
須
の
影
響

を
う
け
結
婚
率
の
低
下
し
た
粕
川
端
で
あ
る
。
大
正
五
年
以
後
の

製
品
市
山
昇
総
は
、
従
来
む
戸
斜
訟
に
よ
る
出
生
訓
査
方
法
を
改

め
、
取
批
産
婆
の
村
山
政
に
よ
り
制
議
せ
し
待
め
で
あ
る
。
大

正
九
年
同
十
年
の
上
却
は
、
企
〈
現
住
人
口
の
調
布
十
点
訟
を
嬰

町
民
せ
し
結
果
で
あ
る
o

即
ち
大
正
八
年
末
に
於
て
脊
材
締
の
整

開
あ
り
、
大
正
九
年
十
月
一
臼
に
は
国
勢
調
査
施
行
せ
ら
れ
、

夫
々
前
年
末
人
口
よ
り
一
一
一
%
・
二
O
%
を
減
じ
、
相
封
的
花
山

生
率
の
上
昇
を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。
己
の
事
寅
よ
り
す
れ

ば
、
大
正
九
年
以
前
の
州
生
率
は
過
大
な
る
現
住
人
口
に
封
ナ

る
割
合
に
て
一
軍
さ
れ
る
故
に
低
吉
に
失
せ
る
も
の
と
い
ム
べ
き

で
あ
る
。
又
大
正
九
年
以
後
白
出
生
布
は
従
来
の
十
二
月
品
川
一

自
主
改
め
て
、

十
月
一
日
に
於
け
る
現
住
人
口
に
劃
す
る
割
合

と
し
て
一
罰
さ
れ
る
か
ら
、
高
宮
に
失
す
る
も
白
で
あ
る
。

雑

俸

大
甑
市
由
人
口
動
態

大
阪
市
に
於
り
る
死
巳

死
亡
率
は
明
治
十
五
年
よ
り
明
治
=
一
十
年
に
至
る
期
間
に
於

て
、
明
治
十
九
年
に
四
七
・
九
=
瓦
な
る
例
外
的
高
卒
を
示
す

川
↑

+I晶

、

t
i
 
一
一
一
三
%
!
と
三
七
%
と
の
間
在
住
旅
し
て
ゐ
る
。
明
治
三

十
年
土
り
は
明
治
三
十
八
年
及
び
間
四
十
年
に
一
%
宛
の
昇
騰

主
訴
す
外
は
、

低
滞
の
勢
佐
続
け
、

j-T
二
じ
山
l
:
t
e
Z
L
1

4
ノ
「
』
-
フ
命
「

U

J

J
ノ
・

E

四
%
に
低
下
し
た
o

犬
一
止
一
冗
年
よ
り
大
正
寸
一
年
迄
は
漸
蜘

し
、
批
判
に
大
医
七
年
は
突
後
的
忙
二
問
・
二
二
弘
に
激
騰
し
て

ゐ
る
。
犬
正
十
二
年
よ
り
は
漸
次
低
下
し
、
昭
和
二
年
に
至
り

て
は
一
九
・
丸
二
%
を
示
し
て
ゐ
る
。

こ
の
趨
勢
を
九
年
勾
の
平
均
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
大
正
五
年

迄
は
か
政
り
の
利
成
比
低
下
し
、
以
後
は
僅
少
古
る
上
針
主
主

し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。

死
亡
率
の
動
揺
の
原
闘
を
見
る
。
明
治
十
八
年
及
昨
日
同
十
九

年
の
高
率
は
、

コ
レ
ラ
の
流
行
せ
し
勉
め
で
あ
る
。
特
に
十
九

年
に
於
け
る
該
病
の
流
行
は
激
甚
主
極
め
、
そ
の
死
亡
者
は
金

死
亡
数
の
五
瓦
・
四
%
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
の
後
も
コ
レ
ラ
は

第
二
十
八
巻

ー=一}

第
六
披



華控

鉢

大
晦
市
由
人
口
動
態

明
治
二
十
二
年
伺
二
十
八
年
に
流
行
し
、
何
れ
も
死

rz唱
を
不

自
然
に
上
井
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
以
後
に
於
け

る
死
亡
率
の
低
下
山
事
怖
は
、
大
阪
市

ι於
け
る
衛
生
施
設
及

び
街
生
思
想
の
護
出
止
に
蹴
る
も
の
で
あ
ら
う
o

例
へ
ば
人
生

-
N

」
山
官
接
心
開
係
を
有
す
る
土
水
辺
は
明
治
二
寸
八
年
寸
一
月
よ

り
給
水
を
開
始
し
、
剛
山
本
そ
の
給
水
量
給
水
戸
数
を
増
し
プ
入

首
り
佐
川
却
の
相
川
せ
し
事
.
則
前
一
十
七
年
よ
り
始
め
ら
れ

た
る
下
水
道
改
良
工
事
の
竣
成
せ
し
事
、
及
び
明
治
三
十
六
年

間
月
よ
り
事
業
を
開
始
せ
し
‘
出
亦
焼
却
場
に
が
、
け
る
数
泣
の

増
加
せ
し
事
等
は
、
十
引
の
死
亡
組
中
の
低
下
を
物
語
る
の
で
あ

る
。
一
見
に
病
院
儲
仰
の
増
加
し
、
そ
の
一
入
賞
り
の
現
住
人
口

の
減
少
せ
し
事
も
、
亦
主
張
主
る
原
悶
Lr」
rる
に
見
る
の
た
ほ

七
年
の
死
亡
率
山
上
川
什
は
会
凶
に
沙
り
基
延
せ
し
流
行
M
H
感
円

の
市
内
に
稲
川
概
せ
し
泊
め
で
あ
る
。
大
正
丸
年
同
十
年
の
死
亡

率
の
遮
捕
せ
し
は
、
川
生
率
に
つ
吉
て
述
べ
し
と
同
様
に
、

住
人
口
の
減
少
に
J
る
の
大
正
十
二
年
よ
り
死
亡
率
の
低
下
せ

し
は
、
跡
地
白
知
さ
術
生
施
設
等
O
漸
火
定
備
し
た
毎
め
で
あ

る。

部
二
十
八
巻

九

第
六
扱

四

大
阪
市
人
口
的
自
然
増
加

次
に
右
州
生
死
亡
の
差

ιよ
り
一
不
吉
れ
る
人
口
山
自
然
増
減

。
、
現
仏
人
口
に
釘
す
る
比
に
つ
吉
て
見
る
。
明
治
三
十
九
年

迄
は
概
し
て
白
然
減
少
を
一
不
し
、
特
広
明
治
十
八
年
同
十
九
年

一
一
・
八

O
泊
二
九
・

0
六
%
白
自
然
減
山
中
止
示
し

に
於
て
は

て、
J

3

0

月
丙
月
十
刊
や
よ
り
ま
低
ゴ
ト
l
主
守
i
p
-
-ミ
J

、
-

マ
4
4
u
u
f
u
-
/
J
p
j
l
v
ト
ド
量
判
加
者
二
一
ノ

l
v
q

の
制
合
は
大
正
・
九
年
迄
は
五
%
以
干
な
る
も
、

以
後
漸
火
7
て

ω

率一
E
高
め
、
特
に
昭
和
元
年
同
二
年
に
五
り
で
は
一
三
・
三

O

%
一

0
・
五
三
%
忙
迷
L
て
ゐ
る
。

右
の
趨
仙
習
を
九
年
勾

ω
千
均
に
よ
り

τ見
れ
ば
、
明
治
十
九

年
白
神
大
な
る
白
川
削
減
少
の
泊
め

ι、
明
治
一
一
十
二
年
迄
は
五

%
以
上
山
自
然
城
山
?
を
示
す
も
、
そ
の
後
は
川
明
治
二
十
八
年
E

前
貼
と
し
て
、
漸
次
自
然
減
少
の
割
合
を
低
下
し
、
明
治
四
十

里見

一
年
よ
り
自
然
増
加
に
移
り
醐
来
そ
心
割
合
盈
遮
哨
し
た
。

か
く
の
如
く
人
口
の
自
然
増
加
は
、
漸
次
割
合
主
増
し
た
の

で
あ
る
が
、
己
の
増
加
白
原
因
を
川
生
と
死
亡
し
と
白
一
削
方
師
に

つ
昔
芋
挺
す
る
事
と
す
る
。
人
目
白
自
然
減
少
を
示
す
明
治
山



十
年
迄
の
則
附
に
於
て
、
そ
の
率
の
漸
減
せ
し
ぼ
死
亡
率
白
低

F
が
山
生
率
の
低
下
よ
り
甚
だ
し
か
り
し
勉
め
で
あ
っ

τ、
決

し
て
川
生
率
の
伴
騰
の
筋
め
で
左
い
。
即
ち
出
生
率
は
約
二
川

勉
よ
bJ
二
O
弘

ι約
問
%
低
下
せ
る
に

死
亡
率
は
二
八
焔
よ

り
二
%
に
約
七
%
低
下
し
て
ゐ
る
o

火
正
明
治
川
十
年
よ
り

以
後
の
人
口

ω
自
然
防
加
を
却
す
別
川
正
於
て

そ
の
車
・
を
ト

好
せ
し
は
、
川
生
革
心
拝
騰
せ

L
儲
め
に

L
て

死
亡
卒
の
一
低

下
に
よ
る
の
で
な
い
。
印
ち
山
生
卒
M
約
一
九
%
よ
り
二
八
%

に
打
附
し
た
る
に
、
死
亡
諦

μ
一
八
%
よ
り
二
二
抗

V
肝
臓
L

た
る
に
過
き
た
い
の
で
あ
る
。

以
上
一
心
判
合
は
統
計
苦

ω駄
に
よ
り
て
計
算
せ
し
も

ωで
あ

る
が
、
統
計
の
刊
貨
を
考
慮
す
れ
ば
幾
分
の
鑓
却
を
来
す
も
の

で
あ
ら
う
。

ωち
大
一
止
問
年
迄
山
川
生
は
戸
籍
抑
制
官
官
の
蚊
な

る
が
故
托
同
町
の
大
阪
市
白
川
生
箪
よ
り
低
吉
も
の
な
る
べ
く
、

従
っ
て
人
口
の
自
然
増
加
は
低
く
去
は
れ
て
ゐ
る
。
又
同
勢
制

官
官
前
に
於
け
る
扱
刊
現
性
人
口
の
過
大
な
る
一
故
に
、
そ
の
割
合

は
過
少
に
一
軍
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

梯

鍬

大
肱
市
由
人
口
動
部

主

大
阪
市
の
人
口
動
態

最
後
に
移
住
来
伎
に
よ
る
大
阪
市
人
口
の
増
減
を
明
か
に
す

る
。
移
住
来
性
に
よ
る
増
減
は

入
寄
山
町
出
資
留
共
他
に
よ
り

て
貌
ふ
べ
き
ず
あ
る
が
、
稲
々
の
不
都
合
主
生
十
る
が
放
に

市
高
に
は
人
口
増
減
政
主
人
口
の
市
然
増
減
数
と
の
器
を
修
引
い
山
市

佐

ιよ
る
増
減
激
止
看
倣
し
て
研
究
す
る
。
現
付
人
口
哨
減
撤

百

ι到
す
る
移
住
来
性

ι
よ
る
増
減
政
占
ー
人
目
白
白
川
出
端
減

政
占
の
制
合
主
制
せ
は
試
の
去
を
拘
る
の
で
あ
る
3
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右
の
一
突
に
よ
れ
ば
人
口
増
加
数
民
封
し
て
市
む
る
自
然
哨
加

人
口
の
割
合
は
茜
だ
少
く
、
特
に
大
厄
同
年
迄
の
期
同
に
於
て

一
ovmに
注
す
る
は
、
僅
か
に
明
治
二
十
三
年
及
び
明
治
四
十

三
年

ω
二
ヶ
年
に
過
ぎ
た
い
。
而
も
そ
の
他
の
年
に
於
て
は
.

自
然
減
少
白
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
大
正
五
年
以
後



に
於
て
は
、
自
然
減
少
を
示
す
は
大

E
七
年
の
み
に
し
て
、
他

は
議
〈
自
然
楠
加
を
一
市
し

H
っ
そ
の
人
口
靖
加
教
に
釘
し
て

占
む
る
制
合
主
漸
増
し
、
昭
和
元
年
に
は
コ
一
丸
%
を
占
め
て
ゐ

る。
他
方
人
口
増
加
敢
に
到
し
て
山
む
る
来
住
増
加
政
の
割
合

は
、
甚
だ
多
く
、
大
正
問
年
前
に
於
て
は
九
O
%
以
上
を
出

一
O
O
Z
以
上
を
占
む
る
は
二
十
三
L
F
年
比
及
ん
で
ぬ

める
0

・
大
正
五
年
以
後
に
於
て
は
、
漸
次
そ
の
割
合
を
低
下
せ
る

も
、
倫
六
O
M
飴
を
占
め
て
ゐ
る
。

占，、
結

言

之
を
要
す
る
に
増
加
人
口
に
針
し
て
出
む
る
自
然
増
加
数
の

割
合
少
〈
、
来
住
人
口
の
制
合
茜
だ
多
言
が
故
に
、
犬
阪
市
の

著
し
き
人
口
増
加
は
全
く
来
住
人
口
に
よ
り
て
構
成
廿
一
ら
れ
た

と
い
ふ
事
が
向
車
市
る
。

ζ

白
現
象
は
農
民
向
都
の
軸
曹
の
然
ら
し

む
る
所
で
あ
る
が
、
叉
統
計
技
術
に
よ
り
て
影
響
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
即
ち
来
仕
移
住
の
調
奈
な
き
泊
め
そ
の
数
E
出
生
と
死
亡

-
Y
』
現
白
人
口
の
増
加
占

ιよ
り
て
計
算
せ
る
事
で
あ
る
。
間
生

雑

録

大
阪
市
山
人
口
動
趨

調
査
は
取
扱
産
婆
の
一
周
川
敢
に
よ
る
止
雄
も
、
正
確
は
矧
し
得

ら
れ
ざ
る
匹
以
し
、
死
亡
調
査
は
埋
火
葬
の
許
可
泣
陀
工
り

て
、
官
数
近
く
計
上
せ
ら
れ
る
故
に
、
人
口
の
自
然
増
加
は
過

少
と
た
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
来
位
増
加
は
過
大
た
る

計
算
企
-
な
る
の
で
あ
る
。
加
之
現
住
人
口
は
大
正
八
年
起
公
錨

に
よ
り
、
官
敷
以
上
に
計
上
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
益
-K

此
弊
を
助

長
し
た
。
大
正
九
年
以
後
は
岡
勢
調
査
に
よ
り
て
、
現
住
人
口

の
過
大
に
計
算
せ
ら
れ
る
事
は
無
き
も
、
岡
勢
調
査
の
中
川
K

於
け
る
現
住
人
口
は
内
閣
の
括
計
数
を
採
用
し
、
大
阪
市
民
於

て
は
課
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
第
二
回
因
坊
調
査
の
結
果
よ

り
推
算
せ
る
現
住
人
口
に
て
来
位
増
加
等
主
算
出
す
れ
ば
、
左

の
衰
を
得
る
の
で
あ
る
。

出

咽

亡
明

前官でて-，

~ A ~ ~"I 然口
三宅臼吾 i 噌円 同

I un鼎

lr語. 

|品目別

豆一室一査一雪-，1._'!:I tl 
1)勿宮 古ヲ

|佐 t

年
}主

-lia ，-， 

畠車-担

叫
円

一
百
四
.
丸
一

昌口、回一

四
五
、
同
盟

Z

口、均一回

弓とき=ミ三宅%0
2 呉善三宮

大
正

十
一
年

十
二
年

十
三
年

十
凶
年

第
二
十
八
巷

九
三
五

第
究
都

]
三
五



樟

a量

仰
胸
肉
岡
野
輸
剛
信
用
保
険

布
。
撒
宇
は
.
内
凶
の
推
財
政
主
採
用
せ
る
前
摘
の
表
と
異

hv
、
束
性
増
加
の
械
ゆ
在
来
し
て
ゐ
る
。
仰
も
大
正
十
一
一
一
年
迄

は一

O
d円
以
下
忙
し
て
、
第
二
岡
市
阿
抑
版
の
行
は
れ
し
大
正

」
『
川
年
K
於
て
激
増
し
て
一
一
八
・
六
五
d
p
k
H
叶
っ
て
岡
山
る
。
従
っ

て
人
口
増
加

ι於
て
山
む
る
制
合
位
、
大
正
十
三
年
迄
は
自
然

精
加
の
側
合
よ
り
劣
り
、
大
正
十
川
年
に
は
形
勢
E
一
興
し
亡

七
問
%
配
山
め
た
の
で
め
る
。

ι旧
来
住
哨
加
白
人
円
増
加
に

到
す
る
制
合
U
低
干
を
示
し
た
る
は
、
大
阪
市
K
於
け
る
人
口

が
附
ぽ
飽
和
献
踏
に
挫
し
、
胸
部
牲
に
よ
る
地
方
上
り
の
操
作

は
近
郊
地
に
吸
収
せ
ち
れ
て
ゐ
た
筋
め
で
、
来
品
帆
桁
加
は
依
然

k
し
て
有
し
た
止
い
へ
る
の
で
あ
る
o
即
ち
鶴
岡
成
東
成
附
郡

忙
於
け
る
犬
五
九
年
よ
り
同
十
川
年
に
荒
る
期
川
白
人
口
増
加

率
は
年
平
均
八
七
・
一
一
一
一
弘
た
る
商
率
を
示
し
・
合
併
後
正
於
一

て
雌
か
に
山
市
何
人
H
旧
制
合
量
増
せ
る
事
は
、
布
の
事
賞
を
物
↑

釦
つ

τゐ
る

。

一


